
令和３・４年度長崎県教育委員会指定
「ふるさとの新たな魅力を創出するキャリア教育実践事業」

長与町立長与中学校
～全力長与 感動長与 置かれた場所で咲く努力～

研究主任 瀬戸口千年
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「ふるさとの新たな魅力を創出するキャリア教育
実践事業」とは何か（１）

なぜ「キャリア教育」が大切なのか。

①「予測困難な社会」の到来 ②「人口減少と高齢化社会」の到来

目の前の子どもたちは、このような社会に対応できるのか。

子ども達に、①・②のような社会をたくましく生き抜
くために資質・能力を身に付けさせる必要がある！

キャリア教育
の充実
資質・能力の育成

２



「ふるさとの新たな魅力を創出するキャリア教育
実践事業」とは何か（２）

３

「ふるさと教育」
ふるさとを対象とした教育全
般。長崎県では、ふるさとの
特色や課題等の理解を通して、
ふるさとへの誇りと愛情を育
む教育を指す。

「キャリア教育」
社会的・職業的自立に向け、
必要は基盤となる資質・能力
を育むことを通して、キャリ
ア発達を促す教育。

ふるさとを担う実践力
①ふるさとを愛し、誇りに思う心情
②チャレンジ精神、創造性、探究心当（起業家精神）
③情報収集・分析力、判断力、実行力、リーダーシップ、コミュニケーション
力等（起業家的資質・能力）

職業体験学習
地域で活躍する大人と協働で、地域の課題解決に主体的、創造的に
取り組む等、働くことを基盤とした体験学習。

（取組）地域課題の解決を図る学習プランの開発

市町教育委員会

市町立中学校 市町まちづくり担当課等

関係企業・団体

学習プラン
の共同開発

学習プランの実践 魅力の創出



説明の流れ
４

１ 昨年度（研究１年目）の研究
２ 今年度（研究２年目）の研究
３ 研究の成果
４ 研究の課題



本校の研究へのアプローチ
５

県指定ふるキャリ研究に対する本校のアプローチ

長与中学校のキャリア教育の充実を目指す。

・総合的な学習の時間での郷土
学習

・地域企業での職場体験学習
・学力向上の取組

これまでに長与中学校
で積み重ねてきたもの キャリア教育の土台づくり

キャリア教育の充実

資質・能力の育成 ふるさとの活性化



１ 昨年度（研究１年目）の研究
６

研究主題

ふるさとの新たな魅力を創出するキャリア
教育の充実
～系統的な体験学習プログラムを通して～



１ 昨年度（研究１年目）の研究
７

キャリア教育研究部会

研究推進委員会

研究３部会
・活動計画部
・情報収集部
・資料作成部

長与中学校研究組織

長与町役場政策企画課
（町まちづくり担当）

長与町教育委員会

長与中学校

長与町の新たな魅力創出会議

キャリア教育コーディネーター（ＣＣ）
［地域の協力者］



１ 昨年度（研究１年目）の研究
８

令和３年度長与中学校校内研究の柱

１ 長与中学校におけるキャリア教育の充実
ポイント①キャリア教育で育成を目指す資質・能力の設定

２ 総合的な学習の時間における「ふるさとの新たな魅力を創出する体験学習
プログラム」の実践
ポイント②系統的な体験学習プログラムの構築
ポイント③キャリア教育コーディネーター（ＣＣ）との協力

３ 各教科における資質・能力の育成
ポイント④キャリア教育と学力向上のつながり



１ 昨年度（研究１年目）の研究
９

ポイント①キャリア教育で育成を目指す資質・能力の設定
これまでに設定していた長与中
学校の学校教育目標から設定し
た育成を目指す資質・能力

キャリア教育で育成を目指す
４つの基礎的・汎用的能力

長与中学校のキャリア教
育で育成を目指す１１の
資質・能力



１ 昨年度（研究１年目）の研究
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ポイント①キャリア教育で育成を目指す資質・能力の設定

長与中学校キャリア教育ルーブリック表の作成

・１１の資質・能力について、生徒の到達度目標をレベル
１～５の５段階に設定。

・３年間でレベル５の姿を目指す。（共通認識）
・生徒がタブレットでいつでも目を通せるようにし、行事
等様々な場面で活用を目指す。

（※実際のルーブリック表は資料Ｐ１２に記載。）



１ 昨年度（研究１年目）の研究
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ポイント②系統的な体験学習プログラムの構築

１年生 ２年生 ３年生

ふるさと長与を知る ふるさと長与の課題を解決する ふるさと長与の魅力を創出する

ふるさと長与の現実的な課題や、
これまで知らなかった良いところ
を知る。

１年生で調べた課題を解決する
活動を行う。

２年間の活動をもとに、長与の
魅力を発信する活動を行う。

・３年間同じコースを選択する。
・つながり（系統性）を重視した郷土学習の体験学習プログラムを構築する。

系統性



１ 昨年度（研究１年目）の研究
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３年間の系統的な体験学習プログラムの例

１年生 ２年生 ３年生

ふるさと長与を知る ふるさと長与の課題を解決する ふるさと長与の魅力を創出する

ふるさと長与の現実的な課題や、こ
れまで知らなかった良いところを知る。

１年生で調べた課題を解決する活動
を行う。

２年間の活動をもとに、長与の魅力
を発信する活動を行う。

「産業」をテーマにしたコースの活動例

長与町の産業について知るために、
商工会、農家等から話を聞いたり、市
場調査を行ったりする。

商工会や地域の農家、オリーブ関連
業者などから学び、オリーブを使った
商品を開発し販売することで後継者不
足や認知度不足などの課題を解決する。

各種メディアやインターネットを活
用し、オリーブオイルが長与町の新た
な魅力となるよう発信する。



１ 昨年度（研究１年目）の研究

ポイント②系統的な体験学習プログラムの構築

「これまでに実施していた職場体験学習」と「郷土学習の体験学習プログラム」の違い
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これまでに実施していた職場体験学習 郷土学習の体験学習プログラム

・主に事業所側が体験内容を計画。
・生徒の探究活動の目的に沿った体験学習とする。
・生徒の主体的な活動を実施する。
・地域のＣＣに活動への協力を依頼する。

※生徒の主体的な活動にならないことがある。
※資質・能力の育成を目指した主体的な活動を実施
することができる。

これまでに実施していた職場体験学習 郷土学習の体験学習プログラム



１ 昨年度（研究１年目）の研究

ポイント③キャリア教育コーディネーターとの協力

これまでの協力者 キャリア教育コーディネーター（CC）

・学校側が活動を設定する。 ・学校側とCCで活動をコーディネートする。

※単年度だけの短期的な協力となる場合が多い。
※系統的なプログラム構築により、継続的な連携体
制が築ける。

長与町の新たな魅力創出会議の設定（長与町役場との協力体制）
①長与町役場まちづくり担当（政策企画課）
②長与町教育委員会
③長与中学校 学校側のコーディネーター

役場側のコーディネーター
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１ 昨年度（研究１年目）の研究

ポイント④キャリア教育と学力向上のつながり

キャリア教育の中の「学力」の位置づけ
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土台としての学力 成果としての学力

キャリア教育 キャリア発達

教科指導 学力向上

Ｒ３年度は、
「主体性の育
成」という
キャリア教育
の視点で、各
教科の授業と
のつながりを
意識した。



１ 昨年度（研究１年目）の研究
＜研究の成果（１年目）＞
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①長与中学校におけるキャリア教育の充実

・職員のキャリア教育についての理解が深まり、資質・能力育成についての意識が高まった。
・アンケートの結果から、ほとんど全ての資質・能力についてルーブリック表のレベルの向上が見られた。
（※具体的な数値については、長与中学校ホームページ内にて公開しております。）

②総合的な学習の時間における「ふるさとの新たな魅力を創出する体験学習プログラム」の実践

・系統的な学習プログラムを構築し、それぞれの学年での重点的な資質・能力の育成ができた。
・それぞれのコースで生徒の目的意識に沿った活動を行う際などで、キャリア教育コーディネーター（ＣＣ）と協力でき
た。

③各教科における資質・能力の育成

・生徒の主体性の向上について各教科で意識した成果がルーブリック表のアンケートに結果として表れた。
・年間を通じて、学年部会・教科部会での学力向上の取組、キャリア教育の充実によって、各種学力調査で前年を上回る
結果となった。



１ 昨年度（研究１年目）の研究
＜研究の課題（１年目）＞
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①キャリア教育の更なる充実
②体験学習プログラムの見直し
③ＣＣとの連携強化
④更なる学力向上の取組
⑤研究組織の見直し

次
年
度
へ



２ 今年度（研究２年目）の研究
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研究主題

ふるさとの新たな魅力を創出するキャリア教育の充実
～系統的な体験学習プログラム構築を通して～

研究仮説

長与中学校の全ての教育活動でキャリア教育の実施を図り、また、総合的な学習の時間の郷
土学習において、系統的な体験学習プログラムに取り組むことで、ふるさとを担う実践力など
を含めた、キャリア教育で目指す資質・能力が育成されるだろう。



２ 今年度（研究２年目）の研究
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令和４年度長与中学校校内研究の柱

１ 長与中学校におけるキャリア教育の充実
ポイント①１１の資質・能力の育成方法の検討

２ 「系統的なふるさとの新たな魅力を創出する体験学習プログラム」の実践
ポイント②ＣＣと連携した体験学習プログラムの実践

３ 学力向上（キャリア発達における相互的な学力の向上）
ポイント③キャリア教育と学力向上のつながり



２ 今年度（研究２年目）の研究
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ポイント①１１の資質・能力の育成方法の検討

１１の資質・能力を「学習指導要領の３つの柱」で分類する。

「学びに向かう力、人間性等」：①～④ 「思考力、判断力、表現力等」：⑤～⑦ 「知識及び技能」：⑧～⑪

各教科で「キャリア教育の資質・能力」を育成する方法の検討
（学力向上とのつながり）

キャリア・パスポートの活用方法の見直し

資質・能力の育成と関連付けたキャリア・パスポートの作成→活用



２ 今年度（研究２年目）の研究
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ポイント②ＣＣと連携した体験学習プログラムの実践

１年生 ２年生 ３年生

ふるさと長与の良さと課題を知る ふるさと長与の課題を解決する
ふるさと長与の魅力を創出し発信

する

ふるさと長与について、これまでに
知らなかった良いところや現実的な課
題について、講話を聞くなどの体験活
動を行うことでより深く知る。

１年生で調べたふるさと長与の課題
について、具体的な解決方法を考え、
体験活動によって解決する。

２年間の活動内容から、ふるさと長
与の新たな魅力を創出し、発信する体
験活動を行う。

・それぞれの学年でＣＣと連携し、生徒の目的が達成できるような体験学習を設定する。
・学年間の協力（体験活動等の情報共有、同じＣＣを他学年とシェアする）



２ 今年度（研究２年目）の研究

ポイント③キャリア教育と学力向上のつながり
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昨年度までの学力向上の取組の継続

各教科でのキャリア教育の資質・能力育成方法の検討

教科部会を中心とした各教科での資質・能力の育成方法の検討

学年部会と教科部会による学力向上の取組の充実



２ 今年度（研究２年目）の研究

総合的な学習の時間の郷土学習における体験学習プログラムの例①
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３年「健康づくりと長生き・安心なまちづくり」コース・「住みやすいまちづくり」班

（１）課題設定：長与町をもっと住みやすいまちにするためにはどうすればいいか。
（２）体験学習：長与町内を散策し、もっと住みやすくするための改善策をまとめた。
（３）課題解決：課題解決の手段として、総務省の行政相談員に提案書を提出した。
（４）体験学習：生徒が考えた改善策の中で実現ができそうなものについて、行政相談員ととも

に長与町役場に改善依頼書を提出した。
（５）体験成果：役場からの回答を見て、要望を実現するためには、案をしっかりと立てる必要が

あることがわかった。
→来年度の３年生でもレベルが上がった案を提出し実現してほしい。
（来年度に向けての引継ぎ）



２ 今年度（研究２年目）の研究

総合的な学習の時間の郷土学習における体験学習プログラムの例②
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２年「産業」コース

（１）課題設定：長与町の産業を盛んにするために、新たな魅力を創出し発信する。
（２）体験学習：長与町のオリーブから作られたオリーブオイルを販売するための組織をつくる

ために、西そのぎ商工会・オリーブ協議会と協力した。
（３）課題解決：課題解決の手段として、オリーブオイルの販売を行い、来年度長与町の外に発

信する活動に取り組む。
（４）体験学習：実際に販売するために必要なことをＣＣから学び、販売の準備を行う。
（５）活動成果：長与町のオリーブについて知る、広げる機会となった。

→来年度の２年生でも会社を引き継いでオリーブオイルを販売し広げてほしい。
（来年度に向けての引継ぎ）



３ 研究の成果
（研究仮説に対する検証）
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①長与中学校のキャリア教育で育
成を目指す１１の資質・能力の
向上が見られた。

※研究仮説に対する検証（資質・能力の育成について）



３ 研究の成果
（研究仮説に対する検証）
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②長与中学校でキャリア教育を進
める意識が高まった。

※研究仮説に対する検証（キャリア教育実施、系統的な
体験学習プログラム実施について）



３ 研究の成果
（研究仮説に対する検証）

27

③地域を巻き込んだ体験学習の土
台を構築することができた。

※研究仮説に対する検証（系統的な体験学習プログラム
実施［ＣＣとの連携］について）



３ 研究の成果
（研究仮説に対する検証）
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④キャリア教育実践が更なる学力
向上につながった。

※研究仮説に対する検証（キャリア教育と学力向上との
つながりについて）



４ 研究の課題
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①キャリア教育の更なる充実

○資質・能力の確実な育成
○キャリア・パスポートの見直しと更なる活用方法の考察
○ルーブリック表の見直し
○資質・能力の育成に向けたアプローチ表の作成・活用



４ 研究の課題
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②地域を巻き込んだふるさとキャ
リア教育実践の更なる充実

○小学校・高等学校との連携
○長与町役場との連携強化
○更なるＣＣの開拓（地元企業との連携）



４ 研究の課題
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③持続可能な体験活動の選定

○体験学習プログラムの内容見直し
○予算変更に伴う活動内容の見直し



４ 研究の課題
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④キャリア教育と学力向上のつな
がりのモデル化

○キャリア教育と学力向上のつながりのモデル化



４ 研究の課題
33

⑤系統的な体験学習プログラムの
見直しと継続

○年度ごとに活動内容を見直す（特に１年生は３学年を見通して活動内
容の設定）。


